






要約:出生前超音波診断により,最近 3年間に東京大学小児外科で治療された外科疾患をも

つ新生児 11例を提示した。出生前診断の有用性として,1.ハイリスク疾患の母体搬送,出生

直後の対応の検討,などにより,出生直後から適切な手術・処置ができ,予後が改善する。2.

分娩時期分娩様式を疾患に応じて選択できる。3.胎児に対して改善処置がある程度できる。

などが経験された。重症奇形への対処出生前治療の可能性,出生前検査の信頼性,多発奇形

への対応などが今後の課題である。 


